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祝
☆

全
国
大
会

出
場 

・

入
賞
！ コレ

アレ星稜

■ソフトテニス部
第67回国民体育大会
ソフトテニス競技　出場
【成年女子ダブルス】
・丸谷　幸代（人間科学部4年次）

■空手道部
平成24年度全日本大学空手道選手権大会　出場
【男子団体組手】

■陸上競技部
天皇杯　第81回
日本学生陸上競技対校選手権大会
【男子】400ｍH　第8位
・西本　夏樹（人間科学部4年次）

■硬式テニス部
平成24年度全日本学生テニス
選手　権大会　出場
【男子シングルス・ダブルス】
・大蔵　圭祐（経済学部4年次）

金
沢
星
稜
大
学

星稜高等学校

星稜中学校

全国大会出場クラブ
男子陸上競技部／女子陸上競技部／男女トランポリン部／男子サッカー部／男子ソフトボール部／女子テニス部／レスリング部／
男子剣道部／女子剣道部／男女体操部／男子少林寺拳法部／合唱部／吟詠剣詩舞部／囲碁部／天文部／かるた部

■野球部
全国大会準優勝！

■サッカー部
全国ベスト4入り！

全国大会激励会

五島莉乃さん（3年）
女子1500m、第７位！
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カ
ナ
ダ
で
の

留
学
生
活
を
満
喫
！

　
8
月
4
日
（
土
）･

5
日
（
日
）、
1
年
生

9
名
が
関
東
方
面
大
学
見
学
会
に
、
8
月

2
日
（
木
）･

3
日
（
金
）、
2
年
生
62
名
が

関
西
方
面
大
学
見
学
会
に
行
き
ま
し
た
。

1
年
生
は
早
稲
田
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、

東
京
大
学
の
3
つ
の
難
関
大
学
を
見
学
し
、

2
年
生
は
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
の
見
学

と
、
駿
台
予
備
校
の
進
学
講
演
会
を
聴
講

し
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
学
を

直
接
体
感
し
、
将
来
の
夢
の
実
現
に
向
け

て
勉
学
に
打
ち
込
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
カ
ナ
ダ
に
あ
る
ナ
イ
ア
ガ

ラ
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
長
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
9
月
初
め
か
ら
来
年

の
4
月
ま
で
の
約
8
カ
月
、
カ
ナ
ダ
の
ナ
イ

ア
ガ
ラ
カ
レ
ッ
ジ
に
2
名
の
学
生
が
留
学
し

て
い
ま
す
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
も
ほ
ど
近

く
、
観
光
業
が
大
変
盛
ん
な
場
所
で
、
2
名

の
学
生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
ナ

調
性
が
必
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま
た
発

言
力
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
以

上
の
こ
と
に
よ
り
、
ほ
し
☆
た
び
は
楽
し

く
学
べ
る
最
高
の
旅
で
し
た
！

1
年
関
東
方
面
大
学
見
学
会

2
年
関
西
方
面
大
学
見
学
会

高
イ
ア
ガ
ラ
カ
レ
ッ
ジ
に
通
う
学
生
た
ち
と
と

も
に
経
済
・
経
営
関
係
の
科
目
を
受
講
し
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
取
得
し
た
単
位
は
、
本
学
の
卒

業
に
必
要
な
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ま

た
、
I
E
L
T
S
で
基
準
点
に
達
し
、
本
学

が
指
定
す
る
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
本

学
独
自
の
奨
学
金
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
英
語
に
興
味
が
あ
る
み
な
さ
ん
、
将
来

は
英
語
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ

I
E
L
T
S
を
受
験
し
て
、
長
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

留
学
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
星
稜
大
学
学
生
支
援
課

　  

（
T
E
L
0
7
6
ー
2
5
3
ー
3
9
2
5
）

　
9
月
12
日（
水
）〜
15
日（
土
）の
日
程
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
お
よ

び
津
波
の
被
災
地
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
本

吉
地
区
を
拠
点
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
対
策
に
詳
し

い
沢
野
伸
浩
准
教
授
の
引
率
で
、
２
年
生

の
川
島
典
子
さ
ん
、
山
内
あ
ゆ
み
さ
ん
、
１

年
生
の
石
井
美
和
さ
ん
、
北
川
真
理
奈
さ

ん
、
杉
田
　
彩
さ
ん
、
中
野
瑞
巴
さ
ん
、
平

田
瑞
季
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
に
つ
な
が
る
仮
設
の
橋
の
清
掃

や
、
N
P
O
が
建
て
た
復
興
支
援
機
構
の

床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。
近

く
の
お
寺
で
お
昼
を
い
た
だ
い
た
際
に
、
住

職
の
「
よ
う
や
く
復
興
が
進
ん
で
き
た
証

と
し
て
、
明
日
、
震
災
後
初
め
て
の
葬
式
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
の
言
葉
に
、
学

生
一
同
、
被
災
地
の
本
当
の
現
状
の
一
端
を

見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
是
非
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
学

生
た
ち
に
得
難
い
経
験
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の
平
成
24
年

度
・
地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
に
採
択
さ
れ
、
８
月
９
日
（
木
）
〜
10

日
（
金
）
に
石
川
県
穴
水
町
に
お
い
て
、「
星

短
生
が
女
性
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
！
穴
水
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
採
点
」
を
実
施
し
、
学
生
12

名
と
上
田
卓
爾
教
授
、
事
務
局
の
高
村
久

司
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
穴
水
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
能
登
大
仏
⇩

勅
定
山
来
迎
寺
⇩
潮
騒
の
道
⇩
立
戸
の
浜

⇩
能
登
ワ
イ
ン
⇩
能
登
中
居
鋳
物
館
の
６

か
所
を
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
穴

水
産
ブ
ド
ウ
の
ワ
イ
ン
を
製
造
・
販
売
す
る

能
登
ワ
イ
ン
で
は
、
大
き
な
ワ
イ
ン
タ
ン
ク

や
広
大
な
ブ
ド
ウ
畑
を
見
学
し
、
地
元
ブ
ラ

ン
ド
で
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
晩
秋
に
再
び
穴
水
町
を

訪
れ
、
季
節
に
よ
る
観
光
ポ
イ
ン
ト
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
来
年
２
月
に
発
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
7
日（
土
）、S
e
i
ー
T
a
n   

A
c
t
!

　「
星
短
七
夕
〜
願
い
を
込
め
て
短
歌
を
読

ん
じ
ゃ
お
う
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
た
ち
は
１

週
間
前
に
近
く
の
山
か
ら
大
き
な
笹
を
切

り
出
し
、
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り
を
施

し
て
、
学
生
や
教
職
員
が
短
冊
を
吊
し
ま

し
た
。

　
A
c
t
!
の
当
日
は
、
平
安
貴
族
に
な
ら

い
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
調
で
願

い
を
筆
で
し
た
た
め
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

「
内
定
ほ
し
い
！
」「
素
敵
な
出
会
い
！
」
を

う
ま
く
詠
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奈

良
の
昔
か
ら
七
夕
と
深
い
ゆ
か
り
の
あ
る
素

麺
を
、
流
し
そ
う
め
ん
に
し
て
い
た
だ
き
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
七
夕
に
ま
つ
わ
る
風

習
に
ふ
れ
た
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
有
数
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
能
登
島
の
海
を
舞
台

と
し
て
、
石
川
県
内
の
自
然
の
豊
か
さ
を
体

感
し
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
通
し
て

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
践
的

に
学
ぶ
た
め
の
集
中
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
９
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
3
泊
4
日
間
の
日
程
で
能
登
島
で
合

宿
を
行
い
、
救
急
対
応
な
ど
も
含
め
た
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
基
礎
を
し
っ
か
り

学
び
ま
し
た
。
合
宿
形
式
で
普
段
の
授
業
と

は
違
う
体
験
を
し
て
、
学
生
た
ち
に
は
貴
重

な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
！

星
稜
の
名
を
轟
か
せ
る
！

高
　
7
月
19
日
（
木
）
終
業
式
の
日
に
、
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭

等
の
出
場
18
団
体
1
1
0
名
の
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
干
場
久
男
校
長
、
小
川

榮
一
同
窓
会
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
会
長
の
山
岸
司
さ

ん
（
3
年
）
よ
り
応
援
の
言
葉
、
出
場
者
代

表
と
し
て
体
操
部
が
実
演
を
行
い
、
男
子

陸
上
競
技
部
の
上
松
涼
太
郎
さ
ん
（
3
年
）

が
お
礼
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
女
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
が
団
体

で
優
勝
、
個
人
男
子
で
白
坂
健
志
さ
ん

（
3
年
）、
個
人
女
子
で
角
田
瑞
希
さ
ん

（
3
年
）
が
優
勝
、
ま
た
女
子
シ
ン
ク
ロ
で

角
田
さ
ん
と
村
上
碧
さ
ん
（
2
年
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
陸
上
競
技
部
の
廣
瀬
亜
美

さ
ん
（
3
年
）
が
女
子
3
0
0
0
ｍ
で
6

位
に
入
賞
し
、
1
5
0
0
ｍ
で
は
9
位
で

し
た
が
石
川
県
高
校
記
録
を
塗
り
替
え
、

社
会
人
も
含
め
た
石
川
県
記
録
を
17
年
ぶ

り
に
更
新
し
ま
し
た
。

海
外
語
学
研
修

高
　
7
月
25
日
（
水
）
〜
8
月
5
日
（
日
）、

2
年
生
男
子
6
名
女
子
11
名
の
合
計
17
名

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
へ
語
学
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
現
地
の
語

学
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
英

語
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
時
に

は
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
に
癒
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
の
海
外
生
活
を
通
し
て
、
日
本

の
家
族
、
日
本
の
生
活
を
思
っ
た
語
学
研
修

で
し
た
。

　
8
月
28
日
（
火
）･
29
日
（
水
）、
1
年
P

コ
ー
ス
86
名
が
白
山
登
山
、
2
年
P
コ
ー
ス

94
名
が
岐
阜
県
長
良
川
へ
課
外
実
習
に
行
き

ま
し
た
。
1
年
生
は
室
堂
で
宿
泊
し
、
翌
日

早
朝
4
時
半
に
起
床
し
て
御
来
光
を
拝
み
ま

し
た
。
霊
峰
と
呼
ば
れ
る
白
山
の
登
頂
に
成

功
し
、
御
来
光
を
拝
ん
だ
時
は
清
々
し
さ
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
年
生
は
、
8
人
乗
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
激

流
を
下
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
、
急
流
を
泳
い

だ
り
、
岩
の
上
か
ら
飛
び
込
ん
だ
り
す
る

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
実
習
を
し
ま
し

た
。
大
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ミ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

思
う
存
分
味
わ
っ
た
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

1
・
2
年
P
コ
ー
ス

課
外
実
習

高

　
9
月
7
日
（
金
）･
8
日
（
土
）、
ポ
ル
ト

ガ
ル
・
ロ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
F
I
G
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会
に
、
角
田
瑞
希

さ
ん（
3
年
）が
昨
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
続
き
、

2
度
目
の
世
界
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
角
田
さ
ん
は
全
国
大
会
で
3
冠
を
達
成

し
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
出
場

に
先
立
ち
、
8
月
30
日
（
木
）、
干
場
久
男

校
長
よ
り
激

励
の
言
葉
と

激
励
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

年
齢
制
限
の

な
い
世
界
の

強
豪
た
ち
が

揃
う
中
で
、

日
本
代
表
と

し
て
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま

し
た
。

2
度
目
の
世
界
挑
戦
！

高

N
i
a
g
a
r
a  

C
o
l
l
e
g
e

C
a
n
a
d
a

h
t
t
p
：
/
/
w
w
w.

n
i
a
g
a
r
a
c
o
l
l
e
g
e.
c
a
/

星
短
で
七
夕

〜
願
い
を
込
め
て

短
歌
を
読
ん
じ
ゃ
お
う
〜

短

星
短
生
が
、

８
月
の
穴
水
町
で

地
域
貢
献
事
業
を
実
施
！

短

被
災
地
の
現
状
を
知
る

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

短

能
登
の
海
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
習

短

三
陸
大
津
波
の
際
に
建
て
ら
れ
た

「
地
震
が
来
た
ら
津
波
も
来
る
」
の
石
碑
の
前
で
。

大

就
活
ク
ル
ー
ズ
研
修

「
ほ
し
☆
た
び
北
海
道
2
0
1
2
」

〜
海
を
越
え

ジ
ブ
ン
を
超
え
る
2
泊
3
日
〜

　
　
経
済
学
部
経
済
学
科
3
年
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

澤
田

　昭
宏  

　
私
は
今
回
参
加
し
た
こ
と
で
、
積
極
性

が
つ
き
ま
し
た
。
元
々
そ
ん
な
に
積
極
的

な
人
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
自
ら
進
ん

で
司
会
を
し
た
り
、
就
職
活
動
を
勝
ち
抜

い
た
先
輩
方
に
自
分
か
ら
質
問
す
る
こ
と

で
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
で
き
た
り
、
就

職
活
動
で
勝
ち
抜
く
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ほ
し
☆
た
び
が
終
わ
っ
た
今
、

何
で
も
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
き
ま
す
！

　
　
経
済
学
部
経
済
学
科
2
年
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
川
恵
里
花

　
こ
の
旅
で
は
主
に
3
つ
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
1
つ
目
は
模
擬
面
接
よ
り
第
一

印
象
が
一
番
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。「
元

気
」
と
「
笑
顔
」
は
必
要
不
可
欠
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
2
つ
目
は
自
己
分
析
に
よ

り
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
3
つ
目
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
り
少
人
数
で
話
し
合
う
中
で
、
協

ほ
し
☆
た
び
参
加
者
の
感
想

　
今
回
で
4
回
目
と
な
る
ほ
し
☆
た
び
。

こ
れ
ま
で
で
最
も
参
加
人
数
が
多
い
1
〜

3
年
次
54
人
、
就
活
を
無
事
終
え
た
4
年

次
12
人
合
計
66
人
と
共
に
、
8
月
29
日

（
水
）
名
古
屋
港
よ
り
乗
船
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
た
っ
た
3
日
間
で
人

生
が
変
わ
る
」。
こ
れ
に
基
づ
き
凝
縮
し

た
研
修
の
中
で
、
今
後
の
学
生
生
活
、
就

職
活
動
、
そ
し
て
社
会
に
出
て
も
役
に
立

つ
学
び
を
各
自
が
得
た
は
ず
…
ほ
し
☆
た

び
に
参
加
し
た
本
当
の
意
義
は
、
下
船
し

た
後
に
あ
り
ま
す
！
参
加
者
全
員
の
今
後

に
乞
う
ご
期
待
！

大
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カ
ナ
ダ
で
の

留
学
生
活
を
満
喫
！

　
8
月
4
日
（
土
）･
5
日
（
日
）、
1
年
生

9
名
が
関
東
方
面
大
学
見
学
会
に
、
8
月

2
日
（
木
）･

3
日
（
金
）、
2
年
生
62
名
が

関
西
方
面
大
学
見
学
会
に
行
き
ま
し
た
。

1
年
生
は
早
稲
田
大
学
、
横
浜
国
立
大
学
、

東
京
大
学
の
3
つ
の
難
関
大
学
を
見
学
し
、

2
年
生
は
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
の
見
学

と
、
駿
台
予
備
校
の
進
学
講
演
会
を
聴
講

し
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
大
学
を

直
接
体
感
し
、
将
来
の
夢
の
実
現
に
向
け

て
勉
学
に
打
ち
込
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
カ
ナ
ダ
に
あ
る
ナ
イ
ア
ガ

ラ
カ
レ
ッ
ジ
へ
の
長
期
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
9
月
初
め
か
ら
来
年

の
4
月
ま
で
の
約
8
カ
月
、
カ
ナ
ダ
の
ナ
イ

ア
ガ
ラ
カ
レ
ッ
ジ
に
2
名
の
学
生
が
留
学
し

て
い
ま
す
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
に
も
ほ
ど
近

く
、
観
光
業
が
大
変
盛
ん
な
場
所
で
、
2
名

の
学
生
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が
ら
、
ナ

調
性
が
必
要
だ
と
学
び
ま
し
た
。
ま
た
発

言
力
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
以

上
の
こ
と
に
よ
り
、
ほ
し
☆
た
び
は
楽
し

く
学
べ
る
最
高
の
旅
で
し
た
！

1
年
関
東
方
面
大
学
見
学
会

2
年
関
西
方
面
大
学
見
学
会

高
イ
ア
ガ
ラ
カ
レ
ッ
ジ
に
通
う
学
生
た
ち
と
と

も
に
経
済
・
経
営
関
係
の
科
目
を
受
講
し
、

充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
取
得
し
た
単
位
は
、
本
学
の
卒

業
に
必
要
な
単
位
と
し
て
認
め
ら
れ
、
ま

た
、
I
E
L
T
S
で
基
準
点
に
達
し
、
本
学

が
指
定
す
る
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
本

学
独
自
の
奨
学
金
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

　
英
語
に
興
味
が
あ
る
み
な
さ
ん
、
将
来

は
英
語
を
活
か
し
た
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
は
、
ぜ
ひ

I
E
L
T
S
を
受
験
し
て
、
長
期
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

留
学
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

金
沢
星
稜
大
学
学
生
支
援
課

　  

（
T
E
L
0
7
6
ー
2
5
3
ー
3
9
2
5
）

　
9
月
12
日（
水
）〜
15
日（
土
）の
日
程
で
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
大
震
災
お
よ

び
津
波
の
被
災
地
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
本

吉
地
区
を
拠
点
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。
災
害
対
策
に
詳
し

い
沢
野
伸
浩
准
教
授
の
引
率
で
、
２
年
生

の
川
島
典
子
さ
ん
、
山
内
あ
ゆ
み
さ
ん
、
１

年
生
の
石
井
美
和
さ
ん
、
北
川
真
理
奈
さ

ん
、
杉
田
　
彩
さ
ん
、
中
野
瑞
巴
さ
ん
、
平

田
瑞
季
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
に
つ
な
が
る
仮
設
の
橋
の
清
掃

や
、
N
P
O
が
建
て
た
復
興
支
援
機
構
の

床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
手
伝
い
ま
し
た
。
近

く
の
お
寺
で
お
昼
を
い
た
だ
い
た
際
に
、
住

職
の
「
よ
う
や
く
復
興
が
進
ん
で
き
た
証

と
し
て
、
明
日
、
震
災
後
初
め
て
の
葬
式
を

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
の
言
葉
に
、
学

生
一
同
、
被
災
地
の
本
当
の
現
状
の
一
端
を

見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
来
年
も
是
非
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
学

生
た
ち
に
得
難
い
経
験
を
し
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の
平
成
24
年

度
・
地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進

事
業
に
採
択
さ
れ
、
８
月
９
日
（
木
）
〜
10

日
（
金
）
に
石
川
県
穴
水
町
に
お
い
て
、「
星

短
生
が
女
性
目
線
で
チ
ェ
ッ
ク
！
穴
水
町
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
採
点
」
を
実
施
し
、
学
生
12

名
と
上
田
卓
爾
教
授
、
事
務
局
の
高
村
久

司
課
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
穴
水
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
能
登
大
仏
⇩

勅
定
山
来
迎
寺
⇩
潮
騒
の
道
⇩
立
戸
の
浜

⇩
能
登
ワ
イ
ン
⇩
能
登
中
居
鋳
物
館
の
６

か
所
を
く
ま
な
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
穴

水
産
ブ
ド
ウ
の
ワ
イ
ン
を
製
造
・
販
売
す
る

能
登
ワ
イ
ン
で
は
、
大
き
な
ワ
イ
ン
タ
ン
ク

や
広
大
な
ブ
ド
ウ
畑
を
見
学
し
、
地
元
ブ
ラ

ン
ド
で
の
地
域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
晩
秋
に
再
び
穴
水
町
を

訪
れ
、
季
節
に
よ
る
観
光
ポ
イ
ン
ト
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
来
年
２
月
に
発
表
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
7
月
7
日（
土
）、S
e
i
ー
T
a
n   

A
c
t
!

　「
星
短
七
夕
〜
願
い
を
込
め
て
短
歌
を
読

ん
じ
ゃ
お
う
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
学
生
た
ち
は
１

週
間
前
に
近
く
の
山
か
ら
大
き
な
笹
を
切

り
出
し
、
色
と
り
ど
り
の
七
夕
飾
り
を
施

し
て
、
学
生
や
教
職
員
が
短
冊
を
吊
し
ま

し
た
。

　
A
c
t
!
の
当
日
は
、
平
安
貴
族
に
な
ら

い
、
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
短
歌
調
で
願

い
を
筆
で
し
た
た
め
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は

「
内
定
ほ
し
い
！
」「
素
敵
な
出
会
い
！
」
を

う
ま
く
詠
み
込
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奈

良
の
昔
か
ら
七
夕
と
深
い
ゆ
か
り
の
あ
る
素

麺
を
、
流
し
そ
う
め
ん
に
し
て
い
た
だ
き
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
七
夕
に
ま
つ
わ
る
風

習
に
ふ
れ
た
、
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
有
数
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
能
登
島
の
海
を
舞
台

と
し
て
、
石
川
県
内
の
自
然
の
豊
か
さ
を
体

感
し
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
通
し
て

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
践
的

に
学
ぶ
た
め
の
集
中
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は
９
月
13
日
（
木
）
か
ら
16
日

（
日
）
3
泊
4
日
間
の
日
程
で
能
登
島
で
合

宿
を
行
い
、
救
急
対
応
な
ど
も
含
め
た
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
基
礎
を
し
っ
か
り

学
び
ま
し
た
。
合
宿
形
式
で
普
段
の
授
業
と

は
違
う
体
験
を
し
て
、
学
生
た
ち
に
は
貴
重

な
学
び
の
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場
！

星
稜
の
名
を
轟
か
せ
る
！

高
　
7
月
19
日
（
木
）
終
業
式
の
日
に
、
全
国

高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・
総
合
文
化
祭

等
の
出
場
18
団
体
1
1
0
名
の
激
励
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
干
場
久
男
校
長
、
小
川

榮
一
同
窓
会
長
よ
り
激
励
の
言
葉
を
受
け

ま
し
た
。
続
い
て
生
徒
会
長
の
山
岸
司
さ

ん
（
3
年
）
よ
り
応
援
の
言
葉
、
出
場
者
代

表
と
し
て
体
操
部
が
実
演
を
行
い
、
男
子

陸
上
競
技
部
の
上
松
涼
太
郎
さ
ん
（
3
年
）

が
お
礼
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
な
お
、
女
子
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
部
が
団
体

で
優
勝
、
個
人
男
子
で
白
坂
健
志
さ
ん

（
3
年
）、
個
人
女
子
で
角
田
瑞
希
さ
ん

（
3
年
）
が
優
勝
、
ま
た
女
子
シ
ン
ク
ロ
で

角
田
さ
ん
と
村
上
碧
さ
ん
（
2
年
）
が
優

勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
陸
上
競
技
部
の
廣
瀬
亜
美

さ
ん
（
3
年
）
が
女
子
3
0
0
0
ｍ
で
6

位
に
入
賞
し
、
1
5
0
0
ｍ
で
は
9
位
で

し
た
が
石
川
県
高
校
記
録
を
塗
り
替
え
、

社
会
人
も
含
め
た
石
川
県
記
録
を
17
年
ぶ

り
に
更
新
し
ま
し
た
。

海
外
語
学
研
修

高
　
7
月
25
日
（
水
）
〜
8
月
5
日
（
日
）、

2
年
生
男
子
6
名
女
子
11
名
の
合
計
17
名

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス

ト
へ
語
学
研
修
に
行
き
ま
し
た
。
現
地
の
語

学
学
校
に
通
い
な
が
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
家
で
の
生
活
を
体
験
し
ま
し
た
。
英

語
漬
け
の
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
時
に

は
コ
ア
ラ
や
カ
ン
ガ
ル
ー
に
癒
さ
れ
ま
し

た
。
初
め
て
の
海
外
生
活
を
通
し
て
、
日
本

の
家
族
、
日
本
の
生
活
を
思
っ
た
語
学
研
修

で
し
た
。

　
8
月
28
日
（
火
）･
29
日
（
水
）、
1
年
P

コ
ー
ス
86
名
が
白
山
登
山
、
2
年
P
コ
ー
ス

94
名
が
岐
阜
県
長
良
川
へ
課
外
実
習
に
行
き

ま
し
た
。
1
年
生
は
室
堂
で
宿
泊
し
、
翌
日

早
朝
4
時
半
に
起
床
し
て
御
来
光
を
拝
み
ま

し
た
。
霊
峰
と
呼
ば
れ
る
白
山
の
登
頂
に
成

功
し
、
御
来
光
を
拝
ん
だ
時
は
清
々
し
さ
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
年
生
は
、
8
人
乗
り
ゴ
ム
ボ
ー
ト
で
激

流
を
下
る
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
、
急
流
を
泳
い

だ
り
、
岩
の
上
か
ら
飛
び
込
ん
だ
り
す
る

シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
実
習
を
し
ま
し

た
。
大
自
然
と
の
コ
ミ
ュ
ミ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

思
う
存
分
味
わ
っ
た
実
習
と
な
り
ま
し
た
。

1
・
2
年
P
コ
ー
ス

課
外
実
習

高

　
9
月
7
日
（
金
）･
8
日
（
土
）、
ポ
ル
ト

ガ
ル
・
ロ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
F
I
G
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
会
に
、
角
田
瑞
希

さ
ん（
3
年
）が
昨
年
の
イ
ギ
リ
ス
に
続
き
、

2
度
目
の
世
界
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
角
田
さ
ん
は
全
国
大
会
で
3
冠
を
達
成

し
、
日
本
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
出
場

に
先
立
ち
、
8
月
30
日
（
木
）、
干
場
久
男

校
長
よ
り
激

励
の
言
葉
と

激
励
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

年
齢
制
限
の

な
い
世
界
の

強
豪
た
ち
が

揃
う
中
で
、

日
本
代
表
と

し
て
ベ
ス
ト

を
尽
く
し
ま

し
た
。

2
度
目
の
世
界
挑
戦
！

高

N
i
a
g
a
r
a  

C
o
l
l
e
g
e

C
a
n
a
d
a

h
t
t
p
：
/
/
w
w
w.

n
i
a
g
a
r
a
c
o
l
l
e
g
e.
c
a
/

星
短
で
七
夕

〜
願
い
を
込
め
て

短
歌
を
読
ん
じ
ゃ
お
う
〜

短

星
短
生
が
、

８
月
の
穴
水
町
で

地
域
貢
献
事
業
を
実
施
！

短

被
災
地
の
現
状
を
知
る

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

短

能
登
の
海
で
ダ
イ
ビ
ン
グ
実
習

短

三
陸
大
津
波
の
際
に
建
て
ら
れ
た

「
地
震
が
来
た
ら
津
波
も
来
る
」
の
石
碑
の
前
で
。

大

就
活
ク
ル
ー
ズ
研
修

「
ほ
し
☆
た
び
北
海
道
2
0
1
2
」

〜
海
を
越
え

ジ
ブ
ン
を
超
え
る
2
泊
3
日
〜

　
　
経
済
学
部
経
済
学
科
3
年
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

澤
田

　昭
宏  

　
私
は
今
回
参
加
し
た
こ
と
で
、
積
極
性

が
つ
き
ま
し
た
。
元
々
そ
ん
な
に
積
極
的

な
人
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
自
ら
進
ん

で
司
会
を
し
た
り
、
就
職
活
動
を
勝
ち
抜

い
た
先
輩
方
に
自
分
か
ら
質
問
す
る
こ
と

で
今
ま
で
に
な
い
経
験
が
で
き
た
り
、
就

職
活
動
で
勝
ち
抜
く
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ほ
し
☆
た
び
が
終
わ
っ
た
今
、

何
で
も
積
極
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
き
ま
す
！

　
　
経
済
学
部
経
済
学
科
2
年
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

中
川
恵
里
花

　
こ
の
旅
で
は
主
に
3
つ
の
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
1
つ
目
は
模
擬
面
接
よ
り
第
一

印
象
が
一
番
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。「
元

気
」
と
「
笑
顔
」
は
必
要
不
可
欠
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。
2
つ
目
は
自
己
分
析
に
よ

り
自
分
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　
3
つ
目
は
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
よ
り
少
人
数
で
話
し
合
う
中
で
、
協

ほ
し
☆
た
び
参
加
者
の
感
想

　
今
回
で
4
回
目
と
な
る
ほ
し
☆
た
び
。

こ
れ
ま
で
で
最
も
参
加
人
数
が
多
い
1
〜

3
年
次
54
人
、
就
活
を
無
事
終
え
た
4
年

次
12
人
合
計
66
人
と
共
に
、
8
月
29
日

（
水
）
名
古
屋
港
よ
り
乗
船
し
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
た
っ
た
3
日
間
で
人

生
が
変
わ
る
」。
こ
れ
に
基
づ
き
凝
縮
し

た
研
修
の
中
で
、
今
後
の
学
生
生
活
、
就

職
活
動
、
そ
し
て
社
会
に
出
て
も
役
に
立

つ
学
び
を
各
自
が
得
た
は
ず
…
ほ
し
☆
た

び
に
参
加
し
た
本
当
の
意
義
は
、
下
船
し

た
後
に
あ
り
ま
す
！
参
加
者
全
員
の
今
後

に
乞
う
ご
期
待
！

大



☆
運
動
会

　
　『は
り
き
り
ピ
ッ
ク
』☆

　
こ
の
夏
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の
活

躍
は
、子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
た

よ
う
で
す
。今
年
の
幼
稚
園
の
運
動
会
は
、そ
ん
な
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て『
は
り
き
り
ピ
ッ
ク
』

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
は
り
き
っ
て
競
技
に
参
加
し

た
り
、ク
ラ
ス
や
学
年
の
み
ん

な
と
は
り
き
っ
て
力
を
合
わ
せ

た
り
…
。そ
し
て
、万
国
旗
や

ト
ー
チ
、応
援
旗
な
ど
、運
動
会

に
必
要
な
も
の
も
は
り
き
っ
て

作
り
ま
し
た
！
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、お
父
さ
ん
、お
母
さ

ん
♪ 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
♪ 

お
兄
ち
ゃ
ん
、お
姉

ち
ゃ
ん
♪ 

弟
や
妹
も
♪ 

み
ん

な
が
、金
メ
ダ
ル
よ
り
ま
ぶ
し

く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

　
夏
ま
つ
り
に
近
所
の
方
に
来
て
頂
こ
う
と
、
み
ん
な

で
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
り
ま
し
た
。
泉
野
図
書

館
や
近
く
の
お
う
ち
等
へ
、
貼
っ
て
も
ら
う
た
め
に
年

中
組
と
年
長
組
と
で
手
分
け
を
し
て
、
持
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
お
う
ち
の
方
や
先
生
た
ち
の
お
店
や
大

学
生
の
劇
を
楽
し
ん
だ
後
、
園
庭
で
大
き
な
輪
を
作

り
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
銀
行
の
方
や
近
所
の

方
も
来
て
下
さ
り
楽
し
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

☆
夏
ま
つ
り
☆

　
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
”サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ  “
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
日
は
流
し
そ
う
め
ん
。
流
れ
る
そ
う

め
ん
を
な
ん
と
か
す
く
っ
て
食
べ
れ
た
よ
。
あ
る
日
は
、

ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。顔
や
手
足
に
ど
ん
ど
ん
塗
っ

て
大
変
身
。
あ
る
日
は
、
小
学
生
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
Ｔ
シ
ャ
ツ
づ
く
り
（
キ
ッ
ズ
あ
ー
と
ク
ラ
ブ
）。
世
界

に
1
枚
し
か
な
い
自
分
の
T
シ
ャ
ツ
の
出
来
あ
が
り
。

　
普
段
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
み

ま
し
た
。

☆
サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ
☆

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会
に
お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
が

ベ
ス
ト
4
に
入
り
ま
し
た
。
8
月
22
日

（
水
）、
2
連
覇
を
目
指
し
て
青
森
山
田
（
青

森
）
と
準
決
勝
に
望
み
ま
し
た
が
、
1
ー

4
で
負
け
ま
し
た
。
翌
日
帰
っ
て
き
た
サ
ッ

カ
ー
部
員
た
ち
は
、
先
生
方
の
手
作
り
の
看

板
と
、
大
勢
の
保
護
者
の
方
々
、
準
優
勝
し

た
野
球
部
員
た

ち
に
出
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
高

光
哲
也
副
校
長

よ
り
労
い
の
言

葉
を
か
け
ら

れ
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
坂
口
瑠
久

さ
ん（
3
年
）は
、

た
く
さ
ん
の

方
々
の
応
援
に

感
謝
し
、
今
ま

で
以
上
に
練
習

に
励
む
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

全
国
ベ
ス
ト
4
入
り
！

中

7
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中
平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

　 

● 

女
子
1
5
0
0
ｍ

　
　
・
第
9
位
　
廣
瀬
　
亜
美

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
ｍ

　
　
・
第
6
位
　
廣
瀬
　
亜
美

第
37
回
全
国
高
等
学
校

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
静
岡
大
会

 

　
● 

団
体
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝

　
　
　
　
　
角
田
　
瑞
希
、村
上
　
碧
、

　
　
　
　
　
佐
竹
　
玲
奈
、平
野
　
里
歩

 

　
● 

個
人
競
技
　
男
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
白
坂
　
健
志

 

　
● 

個
人
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希

　
　
・
第
2
位
　
佐
竹
　
玲
奈

 

　
● 

シ
ン
ク
ロ
競
技
　
男
子
の
部

　
　
・
第
2
位
　
谷
口  

遼
平
、白
坂  

健
志

 

　
● 

シ
ン
ク
ロ
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希
、村
上
　
碧

 

　
● 

男
子
最
高
演
技
点
賞
　
谷
口
　
遼
平

 

　
● 

女
子
最
高
演
技
点
賞
　
佐
竹
　
玲
奈

第
94
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
石
川
大
会

　
　
・
第
2
位

第
21
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
石
川
大
会

　
　
・
優
　
勝

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

第
54
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

 

　
● 

男
子
総
合
　
　
　
・
優
　
勝
 

 

　
● 

女
子
総
合
　
　
　
・
優
　
勝

 

　
● 

男
子
ト
ラ
ッ
ク
　
・
優
　
勝

 

　
● 

女
子
ト
ラ
ッ
ク
　
・
優
　
勝

 

　
● 

女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
・
優
　
勝

 

　
● 

男
子
1
0
0
ｍ

　
　
・
優
　
勝
　
管
野
　
大
輔

 

　
● 

男
子
2
0
0
ｍ

　
　
・
優
　
勝
　
管
野
　
大
輔

 

　
● 

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
福
田
　
裕
大

 

　
● 

男
子
5
0
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
福
田
　
裕
大

 

　
● 

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
優
　
勝
　
井
水
　
啓
人

 

　
● 

男
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
優
勝
　
畑
谷
　
大
誠
、管
野
　
大
輔
、

　
　
　
　
　 

村
田
　
　
光
、叶
井
　
賢
太

 

　
● 

男
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
優
勝
　
管
野
　
大
輔
、叶
井
　
賢
太
、

　
　
　
　
　  

木
下
　
貢
輔
、松
田
　
勇
祐

 

　
● 

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
　
勝
　
清
水
　
奨
太

 

　
● 

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
　
勝
　
清
水
　
奨
太

 

　
● 

女
子
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
秋
田
　
理
沙

 

　
● 

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
秋
田
　
理
沙

 

　
● 

女
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
表
　
遥
香

 

　
● 

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
高
田
　
実
幸

 

　
● 

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
高
野
　
み
ち
る

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
濱
田
　
優
理

 

　
● 

女
子
4
0
0
m
H

　
　
・
優
　
勝
　
英
　
未
来

 

　
● 

女
子
5
0
0
0
m
W

　
　
・
優
　
勝
　
濱
田
　
優
理

 

　
● 

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
第
2
位
　
佐
伯
　
彩
夏
、英
　
未
来
、

　
　
　
　
　
　  

秋
田
　
理
沙
、表
　
遥
香

 

　
● 

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
　
勝
　
渡
邊
　
夏
帆

 

　
● 

女
子
や
り
投

　
　
・
優
　
勝
　
折
戸
　
智
恵

 

　
● 

女
子
走
高
跳

　
　
・
優
　
勝
　
長
谷
川
　
ひ
か
り

 

　
● 

女
子
七
種
競
技

　
　
・
優
　
勝
　
英
　
未
来

第
15
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

 

　
● 

男
子
個
人

　
　
・
第
2
位
　
中
嶋
　
晃
哉

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

□
テ
ニ
ス
競
技

 
　
● 
女
子
団
体
　
優
勝

 
　
● 
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝
　
片
口
　
夢

　
　
・
第
2
位
　
木
村
　
優
布
子

 

　
● 

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝

　
　
　
　
　
片
口
　
夢
、木
村
　
優
布
子

　
　
・
第
2
位

　
　
　
　
　
齊
藤
明
日
香
、中
川
　
愛
菜

□
水
泳
競
技

 

　
● 

男
子
50
m
平
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
布
島
　
惇
貴

 

　
● 

女
子
1
0
0
m
自
由
形

　
　
・
優
　
勝
　
飯
田
　
彩
乃

 

　
● 

女
子
1
0
0
m
背
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
西
村
　
友
希

第
15
回

W
r
e
s
t
l
i
n
g        

T
o
u
r
n
a
m
e
n
t

志
賀
大
会

 

　
● 

55
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
粟
　
晋
太
郎

 

　
● 

60
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
中
村
　
優
太

 

　
● 

66
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
喜
多
　
亮
介

平
成
24
年
度
石
川
県
高
校
総
文
美
術
展

□
書
道
部
門

　
　
・
優
秀
賞
　
秋
田
　
早
智

第
20
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
・
優
秀
賞
　
二
宮
　
由
佳

　
　
・
最
良
賞
　
西
田
　
創

　
　
・
第
6
位
　
新
酒
　
拓

平
成
24
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

□
陸
上
競
技

 

　
● 

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
7
位
　
五
島
　
莉
乃

□
野
球
競
技
　
・
第
2
位

□
サ
ッ
カ
ー
競
技
　
・
第
3
位

平
成
24
年
度
金
沢
市
中
学
校
秋
季
新
人
競
技
大
会

□
野
球
競
技

　
　
　・優
　
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　・優
　
勝

□
剣
道
競
技

 

　
● 

男
子
代
表
の
部

　
　
・
第
3
位
　
北
川
　
敬
裕

□
陸
上
競
技

 

　
● 

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
3
位
　
清
水
　
有
咲

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
m
競
歩

　
　
・
優
　
勝
　
柿
本
　
清
美

星
稜
高
等
学
校

石
川
県
新
記
録

星
稜
中
学
校

18 17

庫
）
に
延
長
八
回
5
ー
6
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

を
喫
し
、
無
念
の
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
理
事
長

室
に
て
準
優
勝

の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
稲
置
美
弥
子

理
事
長
よ
り
労

い
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
、
主
将

の
佐
竹
海
音
さ

ん
（
3
年
）
は
、

高
校
に
上
が
っ

て
か
ら
甲
子
園

で
無
念
を
果
た

す
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
度
全
国
中
学
校

体
育
大
会
に
お
い
て
、
野
球
部
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。
8
月
21
日
（
火
）、
4
年
ぶ
り
の
優

勝
を
か
け
決
勝
に
望
み
ま
し
た
が
、学
文
（
兵

野
球
部

全
国
大
会
準
優
勝
！

中
　
7
月
13
日
（
金
）、
毎
年
の
恒
例
の
行
事

と
な
り
ま
し
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
稲
置

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
合
唱
部
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
課
題
曲
「
手

紙
〜
拝
啓 

十
五
の
君
へ
」
と
自
由
曲
一
曲

の
ク
ラ
ス
発
表
に
続
き
、
金
沢
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ペ
ラ
ス
ク
ー
ル
所
属
の
新
谷
み
づ
き
さ

ん
（
高
校
1
年
）
と
和
田
真
桜
子
さ
ん
（
3

年
）
の
重
唱
に
よ
り
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
も
、
教
室

か
ら
余
韻
の
歌
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

12
回
目
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

中最
優
秀
賞

優
秀
賞

敢
闘
賞

ハ
ー
モ
ニ
ー
賞

ユ
ー
モ
ア
賞

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
賞

3
年
B
組  

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

3
年
A
組  

想
い
出
が
い
っ
ぱ
い

2
年
B
組  

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

2
年
A
組  

あ
と
ひ
と
つ

1
年
A
組  

君
を
の
せ
て

1
年
B
組  

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ



☆
運
動
会

　
　『は
り
き
り
ピ
ッ
ク
』☆

　
こ
の
夏
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
選
手
の
活

躍
は
、子
ど
も
た
ち
に
も
大
き
な
夢
と
感
動
を
与
え
た

よ
う
で
す
。今
年
の
幼
稚
園
の
運
動
会
は
、そ
ん
な
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て『
は
り
き
り
ピ
ッ
ク
』

と
名
付
け
ま
し
た
。

　
は
り
き
っ
て
競
技
に
参
加
し

た
り
、ク
ラ
ス
や
学
年
の
み
ん

な
と
は
り
き
っ
て
力
を
合
わ
せ

た
り
…
。そ
し
て
、万
国
旗
や

ト
ー
チ
、応
援
旗
な
ど
、運
動
会

に
必
要
な
も
の
も
は
り
き
っ
て

作
り
ま
し
た
！
子
ど
も
た
ち
は

も
ち
ろ
ん
、お
父
さ
ん
、お
母
さ

ん
♪ 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
♪ 

お
兄
ち
ゃ
ん
、お
姉

ち
ゃ
ん
♪ 

弟
や
妹
も
♪ 

み
ん

な
が
、金
メ
ダ
ル
よ
り
ま
ぶ
し

く
輝
い
て
い
ま
し
た
。

星

稜 幼 稚

園

幼

星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

　
夏
ま
つ
り
に
近
所
の
方
に
来
て
頂
こ
う
と
、
み
ん
な

で
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
作
り
ま
し
た
。
泉
野
図
書

館
や
近
く
の
お
う
ち
等
へ
、
貼
っ
て
も
ら
う
た
め
に
年

中
組
と
年
長
組
と
で
手
分
け
を
し
て
、
持
っ
て
行
き
ま

し
た
。

　
当
日
は
、
お
う
ち
の
方
や
先
生
た
ち
の
お
店
や
大

学
生
の
劇
を
楽
し
ん
だ
後
、
園
庭
で
大
き
な
輪
を
作

り
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
銀
行
の
方
や
近
所
の

方
も
来
て
下
さ
り
楽
し
ん
で
い
か
れ
ま
し
た
。

☆
夏
ま
つ
り
☆

　
夏
休
み
に
入
っ
て
か
ら
”サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ  “
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
日
は
流
し
そ
う
め
ん
。
流
れ
る
そ
う

め
ん
を
な
ん
と
か
す
く
っ
て
食
べ
れ
た
よ
。
あ
る
日
は
、

ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
。顔
や
手
足
に
ど
ん
ど
ん
塗
っ

て
大
変
身
。
あ
る
日
は
、
小
学
生
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
Ｔ
シ
ャ
ツ
づ
く
り
（
キ
ッ
ズ
あ
ー
と
ク
ラ
ブ
）。
世
界

に
1
枚
し
か
な
い
自
分
の
T
シ
ャ
ツ
の
出
来
あ
が
り
。

　
普
段
な
か
な
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
楽
し
み

ま
し
た
。

☆
サ
ン
サ
ン
キ
ッ
ズ
☆

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
度
全
国
中
学

校
体
育
大
会
に
お
い
て
、
サ
ッ
カ
ー
部
が

ベ
ス
ト
4
に
入
り
ま
し
た
。
8
月
22
日

（
水
）、
2
連
覇
を
目
指
し
て
青
森
山
田
（
青

森
）
と
準
決
勝
に
望
み
ま
し
た
が
、
1
ー

4
で
負
け
ま
し
た
。
翌
日
帰
っ
て
き
た
サ
ッ

カ
ー
部
員
た
ち
は
、
先
生
方
の
手
作
り
の
看

板
と
、
大
勢
の
保
護
者
の
方
々
、
準
優
勝
し

た
野
球
部
員
た

ち
に
出
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
高

光
哲
也
副
校
長

よ
り
労
い
の
言

葉
を
か
け
ら

れ
、
キ
ャ
プ
テ

ン
の
坂
口
瑠
久

さ
ん（
3
年
）は
、

た
く
さ
ん
の

方
々
の
応
援
に

感
謝
し
、
今
ま

で
以
上
に
練
習

に
励
む
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部

全
国
ベ
ス
ト
4
入
り
！

中

7
月
か
ら
の
主
な

部
活
動
成
績

高中
平
成
24
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会 

　 

● 

女
子
1
5
0
0
ｍ

　
　
・
第
9
位
　
廣
瀬
　
亜
美

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
ｍ

　
　
・
第
6
位
　
廣
瀬
　
亜
美

第
37
回
全
国
高
等
学
校

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
競
技
選
手
権
静
岡
大
会

 

　
● 

団
体
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝

　
　
　
　
　
角
田
　
瑞
希
、村
上
　
碧
、

　
　
　
　
　
佐
竹
　
玲
奈
、平
野
　
里
歩

 

　
● 

個
人
競
技
　
男
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
白
坂
　
健
志

 

　
● 

個
人
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希

　
　
・
第
2
位
　
佐
竹
　
玲
奈

 

　
● 

シ
ン
ク
ロ
競
技
　
男
子
の
部

　
　
・
第
2
位
　
谷
口  

遼
平
、白
坂  

健
志

 

　
● 

シ
ン
ク
ロ
競
技
　
女
子
の
部

　
　
・
優
　
勝
　
角
田
　
瑞
希
、村
上
　
碧

 

　
● 

男
子
最
高
演
技
点
賞
　
谷
口
　
遼
平

 

　
● 

女
子
最
高
演
技
点
賞
　
佐
竹
　
玲
奈

第
94
回
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
石
川
大
会

　
　
・
第
2
位

第
21
回
全
日
本
高
等
学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

選
手
権
石
川
大
会

　
　
・
優
　
勝

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

第
54
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

 

　
● 

男
子
総
合
　
　
　
・
優
　
勝
 

 

　
● 

女
子
総
合
　
　
　
・
優
　
勝

 

　
● 

男
子
ト
ラ
ッ
ク
　
・
優
　
勝

 

　
● 

女
子
ト
ラ
ッ
ク
　
・
優
　
勝

 

　
● 

女
子
フ
ィ
ー
ル
ド
・
優
　
勝

 

　
● 

男
子
1
0
0
ｍ

　
　
・
優
　
勝
　
管
野
　
大
輔

 

　
● 

男
子
2
0
0
ｍ

　
　
・
優
　
勝
　
管
野
　
大
輔

 

　
● 

男
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
福
田
　
裕
大

 

　
● 

男
子
5
0
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
福
田
　
裕
大

 

　
● 

男
子
3
0
0
0
m
S
C

　
　
・
優
　
勝
　
井
水
　
啓
人

 

　
● 

男
子
4
×
1
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
優
勝
　
畑
谷
　
大
誠
、管
野
　
大
輔
、

　
　
　
　
　 

村
田
　
　
光
、叶
井
　
賢
太

 

　
● 

男
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
優
勝
　
管
野
　
大
輔
、叶
井
　
賢
太
、

　
　
　
　
　  

木
下
　
貢
輔
、松
田
　
勇
祐

 

　
● 

男
子
走
幅
跳

　
　
・
優
　
勝
　
清
水
　
奨
太

 

　
● 

男
子
三
段
跳

　
　
・
優
　
勝
　
清
水
　
奨
太

 

　
● 

女
子
1
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
秋
田
　
理
沙

 

　
● 

女
子
2
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
秋
田
　
理
沙

 

　
● 

女
子
4
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
表
　
遥
香

 

　
● 

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
2
位
　
高
田
　
実
幸

 

　
● 

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
高
野
　
み
ち
る

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
m

　
　
・
優
　
勝
　
濱
田
　
優
理

 

　
● 

女
子
4
0
0
m
H

　
　
・
優
　
勝
　
英
　
未
来

 

　
● 

女
子
5
0
0
0
m
W

　
　
・
優
　
勝
　
濱
田
　
優
理

 

　
● 

女
子
4
×
4
0
0
m
リ
レ
ー

　
　
・
第
2
位
　
佐
伯
　
彩
夏
、英
　
未
来
、

　
　
　
　
　
　  

秋
田
　
理
沙
、表
　
遥
香

 

　
● 

女
子
走
幅
跳

　
　
・
優
　
勝
　
渡
邊
　
夏
帆

 

　
● 

女
子
や
り
投

　
　
・
優
　
勝
　
折
戸
　
智
恵

 

　
● 

女
子
走
高
跳

　
　
・
優
　
勝
　
長
谷
川
　
ひ
か
り

 

　
● 

女
子
七
種
競
技

　
　
・
優
　
勝
　
英
　
未
来

第
15
回
石
川
県
高
等
学
校
新
人
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

 

　
● 

男
子
個
人

　
　
・
第
2
位
　
中
嶋
　
晃
哉

平
成
24
年
度
石
川
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

□
テ
ニ
ス
競
技

 

　
● 

女
子
団
体
　
優
勝

 

　
● 

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝
　
片
口
　
夢

　
　
・
第
2
位
　
木
村
　
優
布
子

 

　
● 

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　
　
・
優
　
勝

　
　
　
　
　
片
口
　
夢
、木
村
　
優
布
子

　
　
・
第
2
位

　
　
　
　
　
齊
藤
明
日
香
、中
川
　
愛
菜

□
水
泳
競
技

 

　
● 

男
子
50
m
平
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
布
島
　
惇
貴

 

　
● 

女
子
1
0
0
m
自
由
形

　
　
・
優
　
勝
　
飯
田
　
彩
乃

 

　
● 

女
子
1
0
0
m
背
泳
ぎ

　
　
・
第
2
位
　
西
村
　
友
希

第
15
回

W
r
e
s
t
l
i
n
g        

T
o
u
r
n
a
m
e
n
t

志
賀
大
会

 

　
● 

55
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
粟
　
晋
太
郎

 

　
● 

60
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
中
村
　
優
太

 

　
● 

66
Ｋ
ｇ
級

　
　
・
優
　
勝
　
喜
多
　
亮
介

平
成
24
年
度
石
川
県
高
校
総
文
美
術
展

□
書
道
部
門

　
　
・
優
秀
賞
　
秋
田
　
早
智

第
20
回
石
川
県
高
等
学
校
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
・
優
秀
賞
　
二
宮
　
由
佳

　
　
・
最
良
賞
　
西
田
　
創

　
　
・
第
6
位
　
新
酒
　
拓

平
成
24
年
度
全
国
中
学
校
体
育
大
会

□
陸
上
競
技

 

　
● 

女
子
1
5
0
0
m

　
　
・
第
7
位
　
五
島
　
莉
乃

□
野
球
競
技
　
・
第
2
位

□
サ
ッ
カ
ー
競
技
　
・
第
3
位

平
成
24
年
度
金
沢
市
中
学
校
秋
季
新
人
競
技
大
会

□
野
球
競
技

　
　
　・優
　
勝

□
サ
ッ
カ
ー
競
技

　・優
　
勝

□
剣
道
競
技

 

　
● 

男
子
代
表
の
部

　
　
・
第
3
位
　
北
川
　
敬
裕

□
陸
上
競
技

 

　
● 

女
子
8
0
0
m

　
　
・
第
3
位
　
清
水
　
有
咲

 

　
● 

女
子
3
0
0
0
m
競
歩

　
　
・
優
　
勝
　
柿
本
　
清
美

星
稜
高
等
学
校

石
川
県
新
記
録

星
稜
中
学
校

18 17

庫
）
に
延
長
八
回
5
ー
6
の
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け

を
喫
し
、
無
念
の
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

翌
日
、
理
事
長

室
に
て
準
優
勝

の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　
稲
置
美
弥
子

理
事
長
よ
り
労

い
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
、
主
将

の
佐
竹
海
音
さ

ん
（
3
年
）
は
、

高
校
に
上
が
っ

て
か
ら
甲
子
園

で
無
念
を
果
た

す
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

　
2
0
1
2
（
平
成
24
）
年
度
全
国
中
学
校

体
育
大
会
に
お
い
て
、
野
球
部
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。
8
月
21
日
（
火
）、
4
年
ぶ
り
の
優

勝
を
か
け
決
勝
に
望
み
ま
し
た
が
、学
文
（
兵

野
球
部

全
国
大
会
準
優
勝
！

中
　
7
月
13
日
（
金
）、
毎
年
の
恒
例
の
行
事

と
な
り
ま
し
た
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
稲
置

講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
高
校
合
唱
部
の

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
始
ま
り
、
課
題
曲
「
手

紙
〜
拝
啓 

十
五
の
君
へ
」
と
自
由
曲
一
曲

の
ク
ラ
ス
発
表
に
続
き
、
金
沢
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ペ
ラ
ス
ク
ー
ル
所
属
の
新
谷
み
づ
き
さ

ん
（
高
校
1
年
）
と
和
田
真
桜
子
さ
ん
（
3

年
）
の
重
唱
に
よ
り
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

た
。
コ
ン
ク
ー
ル
が
終
わ
っ
た
後
も
、
教
室

か
ら
余
韻
の
歌
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

12
回
目
の

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

中最
優
秀
賞

優
秀
賞

敢
闘
賞

ハ
ー
モ
ニ
ー
賞

ユ
ー
モ
ア
賞

フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
賞

3
年
B
組  

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ

3
年
A
組  

想
い
出
が
い
っ
ぱ
い

2
年
B
組  

ハ
ナ
ミ
ズ
キ

2
年
A
組  

あ
と
ひ
と
つ

1
年
A
組  

君
を
の
せ
て

1
年
B
組  

Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ



1920

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の
平
成
24
年
度
採
択
事
業
に
、

本
学
の
地
域
活
性
化
に
対
す
る
取
り
組
み
４
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　穴水町の里山里海環境を活かした
スポーツ・ツーリズム推進策の検討

人間科学部教授
池田　幸應

過疎高齢化地域においては、ス
ポーツによる地域高齢者の健康や体
力の保持・増進を図るだけではなく、
子どもたちや町外からの交流人口の
増加も視野に入れた総合型地域ス
ポーツクラブの設立が期待されます。
このことから、既存の運動・スポー

ツ施設の利活用とスポーツ・ツーリ
ズムの視点から、里山里海の地域環
境（自然環境）を活かしたソフト・ハー
ド面の利活用によるクラブの設立を、
全国的に先駆けてその可能性につい
て検討・提案します。
地域住民や行政・団体と協働して

調査・活動等を行い、“過疎高齢化”
に負けない持続可能な地域づくりの
一役を担うことを目指します。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、能
登
地
域「
輪

島
市
」「
珠
洲
市
」「
穴
水
町
」「
能
登
町
」の

４
市
町
で
行
わ
れ
る
祭
り
へ
の
参
加
を
通

し
て
、学
生
が
そ
の
地
域
の
特
性
、魅
力
、祭

り
の
背
景
・
実
態
及
び
地
域
の
課
題
等
に
つ

い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、奥
能
登
地
域
の
魅
力

の
発
信
、伝
統
文
化
の
継
承
、地
域
課
題
へ

の
解
決
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　北陸新幹線加賀温泉駅整備及び総
合新病院の開業を見据えた加賀市地
域交通体系の再構築

経済学部教授
大薮多可志

新幹線開業による加賀市におけ
る首都圏からの観光客の二次交通
と、地元住民の利便性を考慮した地
域密着型の一次交通システムの融合
について調査研究を行います。訪問
人口の増加に配慮しながら、観光、
通院、買い物の三分野において交通
ソフトインフラ面から地域住民の生
活を支援する効率的なシステムを提
案します。
多くの地方で抱える本課題につい

て、観光者と地域住民の“足”を守る
一つのモデルとなるよう取り組んで
いきます。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　案山子の作成と設置を通じて能登
文化の再認識と継承を行い、地域の共
同体活動を活性化させる為の取組み

人間科学部教授
池上　奨

珠洲市横山地区に10年に渡り設
置されてきた、夏の代名詞「人間そっ
くりなリアルな案山子」を地域の方々
と共に作成します。
活動を通して、伝統文化の継承、更

なる地域資源の再認識を行うととも
に、新たな共同体験活動を行うきっ
かけづくりとし、観光面からも珠洲
市をアピールできる活動につなげる
ことを目指します。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　星短生が女性目線でチェック！穴水
町の観光スポット採点

金沢星稜大学
女子短期大学部教授

上田　卓爾

観光客の誘致を考える場合、女性
の嗜好を把握することが重要なポイ
ントとなります。そこで、穴水町の既
存の観光スポットを、星短生が若い
女性の目線で採点し、その結果を具
体化（可視化）することにより、穴水
町への来訪者増加策を提言します。
さらに潜在的な観光資源の指摘や効
果的なキャッチコピー案等の提案を
行います。

（
能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
推
進
協
議
会
委
託
事
）

地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
は
、地
域（
市
町
の
ほ
か
、商
工
会
な

ど
の
各
種
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）が
持
つ
課
題
等
に
つ
い
て
、そ
の
解
決
方
策

を
提
言
す
る
大
学
等
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
が
選
定
し
、

そ
れ
ら
の
研
究
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

当
該
地
域
の
調
査
や
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
学
生
の
実
践

的
な
問
題
解
決
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、高
等
教
育
機
関
の
活
性
化
と
地
域
と
大

学
の
交
流
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
は
、地
域
の

ニ
ー
ズ
と
学
生
の
社
会
へ
の
参
加
意
欲
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
活
動
を
行
う
大
学
等
の
学
生

グ
ル
ー
プ
を
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
が
選
定
し
、そ
れ
ら

の
地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

学
生
の
地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て
地
域
と
学
生
の
交
流
を
促

進
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業

地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
課
外
活
動
事
業

能
登
”「
祭
り
の
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」“

こ
の
事
業
は
、本
学
が
穴
水
町
の「
地
域

連
携
・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と

し
た
学
生
の
体
験
交
流
活
動
と
併
せ
て
、同

町
の
諸
団
体
で
構
成
す
る「
総
合
型
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
」と
連
携

し
、各
事
業
の
全
町
的
な
継
続
、推
進
に
協

力
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。 （

石
川
県
地
域
連
携
促
進
事
業
採
択
・
高
等
教
育
機
関
連
携
特
別
枠
）

「
地
域
連
携
・
交
流
か
ぶ
と
」を
拠
点
と
し
た

総
合
型
地
域
連
携
推
進
事
業

こ
の
事
業
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教

訓
を
踏
ま
え
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
講
義
を
通
し
て
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
、大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
を
密
に
し
た

被
災
時
に
即
応
で
き
る
新
た
な
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

（
財
団
法
人
石
川
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
）

学
生
等
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
核
的
人
材
養
成
事
業

『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

子
育
て
の
締
め
く
く
り
は

「
就
活
支
援
」!
〜
こ
ん
な
親
で
は
就
職
で
き
な
い
!?
〜

金
沢
星
稜
大
学
・
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部 

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー 

進
路
課

福
田
眞
優
　道
下
知
子

　リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
や
靴
・
カ
バ
ン
な
ど
の
初
期
費
用
は

も
ち
ろ
ん
、
必
須
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

費
用
、
説
明
会
や
面
接
に
行
く
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
な

ど
、
就
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
費
が
伴
い
ま
す
。
本
学
で
も

過
去
、
交
通
・
宿
泊
費
な
ど
の
活
動
費
用
が
60
万
円
を
超
え

た
と
い
う
学
生
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
説
明
会
や
選
考
会

が
東
京
や
大
阪
ま
で
行
か
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
企
業
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　就
職
活
動
が
始
ま
れ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
る
の
は
困
難

に
な
り
ま
す
。
将
来
を
決
め
る
就
職
活
動
に
必
要
な
費
用
は
、

保
護
者
が
用
意
し
て
あ
げ
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
（
貸
与
型
）

な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
で
は
、
保
護
者
に
よ
る
就
職
支
援
を
強
く

推
奨
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
就
職
活
動
で
は
、
保
護
者
の
役

割
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
昨
今
の
就
職

戦
線
は
、
保
護
者
の
皆
様
が
就
職
活
動
を
行
っ
た
時
代
と
は

何
も
か
も
が
変
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
お
子
様
の
就
職
活
動
を
成
功
に
導
く
た
め
に
「
保

護
者
が
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
い
う
視
点
か
ら
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「〇
〇
に
コ
ネ
が
あ
る
」
や
「
し
ば
ら
く
は
フ
リ
ー
タ
ー

で
も
い
い
よ
」
な
ど
と
安
易
に
お
子
様
に
伝
え
て
し
ま
う
保

護
者
の
方
も
い
ま
す
。
辛
く
不
安
な
就
職
活
動
に
逃
げ
道
が

あ
る
と
思
え
ば
、
心
に
甘
え
が
出
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ

と
。
そ
し
て
甘
え
を
持
っ
た
学
生
は
中
途
半
端
な
就
職
活
動

を
行
い
、
最
終
的
に
就
職
先
が
決
ま
ら
ず
卒
業
し
て
い
く
学

生
が
多
い
で
す
。

　こ
の
時
代
に
1
0
0
％
確
実
な
コ
ネ
な
ど
そ
う
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
が
フ

リ
ー
タ
ー
だ
と
、
そ
の
後
の
巻
き
返
し
や
正
社
員
に
な
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
の
が
現
代
の
社
会
で
す
。

　お
子
様
に
安
定
し
た
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と
願
え
ば
こ
そ

「
公
務
員
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
考
え
る
保
護
者
の
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
就
職
活
動
が
始
ま
る
時
期

に
な
っ
て
突
然
「
公
務
員
を
受
け
た
ら
」
と
促
す
の
は
大
き

な
問
題
で
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
公
務
員
コ
ー
ス
で
は
、
公
務
員

を
目
指
す
学
生
が
「
１
年
次
か
ら
」「
夜
遅
く
ま
で
」
3
年

半
も
の
時
間
を
か
け
て
公
務
員
に
な
る
た
め
の
勉
強
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
公
務
員
は
、
そ
こ
ま
で
熱
心
に
取
り
組
ん

で
よ
う
や
く
合
格
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
難
関
試
験
。
付

け
焼
き
刃
の
勉
強
を
し
て
な
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　で
は
、
保
護
者
に
で
き
る
応
援
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ひ
と
つ
は
「
お
子
様
を
肯
定
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
で
す
。

今
、
学
生
が
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
業
数
は
平
均
40
社
と
言
わ

れ
て
お
り
、
優
秀
な
学
生
で
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
不
採
用

の
結
果
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
厳
し
い
状
況
で
す
。

　何
十
社
と
い
う
企
業
か
ら
「
否
定
」
さ
れ
て
し
ま
う
学
生

た
ち
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
非
常
に
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
保
護
者
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
子
様
を
「
肯
定
」

し
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
お
子
様
の
強
み
や
長

所
、
得
意
な
こ
と
を
い
ち
ば
ん
ご
存
知
な
の
は
、
20
数
年
見

守
り
続
け
て
き
た
保
護
者
の
皆
様
で
す
。
ぜ
ひ
厳
し
い
環
境

に
身
を
置
く
お
子
様
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
の
新
館
建
設
に
伴
い
、
進
路
支
援
セ
ン

タ
ー
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
３
Ｆ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
移
転

し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら
の
就
職
相
談
も
積
極
的
に
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
の
就
職
活
動
に
満
足
で
き
る
結

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
と
私
た
ち
職
員
と
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

金
沢
星
稜
大
学 

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
6
ー
2
5
3
ー
3
9
1
8

「
就
活
生
に
保
護
者
が
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

そ
の
具
体
例
と
理
由

保
護
者
が
で
き
る
最
大
の
応
援
。

そ
れ
は
「
肯
定
し
て
あ
げ
る
こ
と
」。

ケ
ー
ス 

１

ケ
ー
ス 

2

ケ
ー
ス 

3

「
経
済
的
援
助
を
し
な
い
」

「
コ
ネ
の
話
を
す
る
」

「
フ
リ
ー
タ
ー
で
も
い
い
と
言
う
」

「
公
務
員
を
目
指
せ
と
言
う
」

金沢星稜大学では、１～３年次の保護者の皆様を対象に、わが
子の就活を正しくサポートするためのガイダンスを実施してい
ます。ガイダンス終了後には同日に実施されている学内合同企
業説明会に保護者の皆様もご参加いただくことができます。
※金沢星稜大学の保護者の方が対象となります。
※詳細はあらためてご案内いたします。

就職応援サイト「ほしなび」もご覧ください。  https://www.hoshinavi.jp/

2013年２月17日（日）開催

保護者のための
就職ガイダンス

就職活動の
「今」を知る

お子様の就職に関するご相談や新しい施設
の見学など気軽におたずねください。



1920

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
の
平
成
24
年
度
採
択
事
業
に
、

本
学
の
地
域
活
性
化
に
対
す
る
取
り
組
み
４
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　穴水町の里山里海環境を活かした
スポーツ・ツーリズム推進策の検討

人間科学部教授
池田　幸應

過疎高齢化地域においては、ス
ポーツによる地域高齢者の健康や体
力の保持・増進を図るだけではなく、
子どもたちや町外からの交流人口の
増加も視野に入れた総合型地域ス
ポーツクラブの設立が期待されます。
このことから、既存の運動・スポー

ツ施設の利活用とスポーツ・ツーリ
ズムの視点から、里山里海の地域環
境（自然環境）を活かしたソフト・ハー
ド面の利活用によるクラブの設立を、
全国的に先駆けてその可能性につい
て検討・提案します。
地域住民や行政・団体と協働して

調査・活動等を行い、“過疎高齢化”
に負けない持続可能な地域づくりの
一役を担うことを目指します。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、能
登
地
域「
輪

島
市
」「
珠
洲
市
」「
穴
水
町
」「
能
登
町
」の

４
市
町
で
行
わ
れ
る
祭
り
へ
の
参
加
を
通

し
て
、学
生
が
そ
の
地
域
の
特
性
、魅
力
、祭

り
の
背
景
・
実
態
及
び
地
域
の
課
題
等
に
つ

い
て
学
ぶ
と
と
も
に
、奥
能
登
地
域
の
魅
力

の
発
信
、伝
統
文
化
の
継
承
、地
域
課
題
へ

の
解
決
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　北陸新幹線加賀温泉駅整備及び総
合新病院の開業を見据えた加賀市地
域交通体系の再構築

経済学部教授
大薮多可志

新幹線開業による加賀市におけ
る首都圏からの観光客の二次交通
と、地元住民の利便性を考慮した地
域密着型の一次交通システムの融合
について調査研究を行います。訪問
人口の増加に配慮しながら、観光、
通院、買い物の三分野において交通
ソフトインフラ面から地域住民の生
活を支援する効率的なシステムを提
案します。
多くの地方で抱える本課題につい

て、観光者と地域住民の“足”を守る
一つのモデルとなるよう取り組んで
いきます。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　案山子の作成と設置を通じて能登
文化の再認識と継承を行い、地域の共
同体活動を活性化させる為の取組み

人間科学部教授
池上　奨

珠洲市横山地区に10年に渡り設
置されてきた、夏の代名詞「人間そっ
くりなリアルな案山子」を地域の方々
と共に作成します。
活動を通して、伝統文化の継承、更

なる地域資源の再認識を行うととも
に、新たな共同体験活動を行うきっ
かけづくりとし、観光面からも珠洲
市をアピールできる活動につなげる
ことを目指します。

■ 事 業 名

■ 活動内容

　星短生が女性目線でチェック！穴水
町の観光スポット採点

金沢星稜大学
女子短期大学部教授

上田　卓爾

観光客の誘致を考える場合、女性
の嗜好を把握することが重要なポイ
ントとなります。そこで、穴水町の既
存の観光スポットを、星短生が若い
女性の目線で採点し、その結果を具
体化（可視化）することにより、穴水
町への来訪者増加策を提言します。
さらに潜在的な観光資源の指摘や効
果的なキャッチコピー案等の提案を
行います。

（
能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
推
進
協
議
会
委
託
事
）

地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業
は
、地
域（
市
町
の
ほ
か
、商
工
会
な

ど
の
各
種
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
）が
持
つ
課
題
等
に
つ
い
て
、そ
の
解
決
方
策

を
提
言
す
る
大
学
等
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
が
選
定
し
、

そ
れ
ら
の
研
究
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

当
該
地
域
の
調
査
や
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交
換
等
を
通
じ
て
学
生
の
実
践

的
な
問
題
解
決
能
力
を
養
う
と
と
も
に
、高
等
教
育
機
関
の
活
性
化
と
地
域
と
大

学
の
交
流
の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
は
、地
域
の

ニ
ー
ズ
と
学
生
の
社
会
へ
の
参
加
意
欲
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

り
、地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
活
動
を
行
う
大
学
等
の
学
生

グ
ル
ー
プ
を
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川
が
選
定
し
、そ
れ
ら

の
地
域
貢
献
活
動
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で
す
。

学
生
の
地
域
貢
献
活
動
を
通
し
て
地
域
と
学
生
の
交
流
を
促

進
し
、地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
課
題
研
究
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
支
援
事
業

地
域
貢
献
型
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

能
登
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
課
外
活
動
事
業

能
登
”「
祭
り
の
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」“

こ
の
事
業
は
、本
学
が
穴
水
町
の「
地
域

連
携
・
交
流
セ
ン
タ
ー
か
ぶ
と
」を
拠
点
と

し
た
学
生
の
体
験
交
流
活
動
と
併
せ
て
、同

町
の
諸
団
体
で
構
成
す
る「
総
合
型
地
域
連

携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
」と
連
携

し
、各
事
業
の
全
町
的
な
継
続
、推
進
に
協

力
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し

ま
す
。 （

石
川
県
地
域
連
携
促
進
事
業
採
択
・
高
等
教
育
機
関
連
携
特
別
枠
）

「
地
域
連
携
・
交
流
か
ぶ
と
」を
拠
点
と
し
た

総
合
型
地
域
連
携
推
進
事
業

こ
の
事
業
は
、東
日
本
大
震
災
か
ら
の
教

訓
を
踏
ま
え
、大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
石
川

シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
講
義
を
通
し
て
、災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
、大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
を
密
に
し
た

被
災
時
に
即
応
で
き
る
新
た
な
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。

（
財
団
法
人
石
川
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
委
託
事
業
）

学
生
等
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
核
的
人
材
養
成
事
業

『親業』支援コラム

オトナ
ミカタ

の

子
育
て
の
締
め
く
く
り
は

「
就
活
支
援
」!
〜
こ
ん
な
親
で
は
就
職
で
き
な
い
!?
〜

金
沢
星
稜
大
学
・
金
沢
星
稜
大
学
女
子
短
期
大
学
部 

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー 

進
路
課

福
田
眞
優
　道
下
知
子

　リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
や
靴
・
カ
バ
ン
な
ど
の
初
期
費
用
は

も
ち
ろ
ん
、
必
須
と
な
る
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

費
用
、
説
明
会
や
面
接
に
行
く
た
め
の
交
通
費
や
宿
泊
費
な

ど
、
就
活
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
出
費
が
伴
い
ま
す
。
本
学
で
も

過
去
、
交
通
・
宿
泊
費
な
ど
の
活
動
費
用
が
60
万
円
を
超
え

た
と
い
う
学
生
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
説
明
会
や
選
考
会

が
東
京
や
大
阪
ま
で
行
か
な
い
と
受
け
ら
れ
な
い
企
業
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　就
職
活
動
が
始
ま
れ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
を
続
け
る
の
は
困
難

に
な
り
ま
す
。
将
来
を
決
め
る
就
職
活
動
に
必
要
な
費
用
は
、

保
護
者
が
用
意
し
て
あ
げ
る
も
の
で
す
。
奨
学
金
（
貸
与
型
）

な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
で
は
、
保
護
者
に
よ
る
就
職
支
援
を
強
く

推
奨
し
て
い
ま
す
。
現
代
の
就
職
活
動
で
は
、
保
護
者
の
役

割
も
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
昨
今
の
就
職

戦
線
は
、
保
護
者
の
皆
様
が
就
職
活
動
を
行
っ
た
時
代
と
は

何
も
か
も
が
変
わ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
お
子
様
の
就
職
活
動
を
成
功
に
導
く
た
め
に
「
保

護
者
が
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
と
い
う
視
点
か
ら
お
話

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「〇
〇
に
コ
ネ
が
あ
る
」
や
「
し
ば
ら
く
は
フ
リ
ー
タ
ー

で
も
い
い
よ
」
な
ど
と
安
易
に
お
子
様
に
伝
え
て
し
ま
う
保

護
者
の
方
も
い
ま
す
。
辛
く
不
安
な
就
職
活
動
に
逃
げ
道
が

あ
る
と
思
え
ば
、
心
に
甘
え
が
出
て
し
ま
う
の
は
当
然
の
こ

と
。
そ
し
て
甘
え
を
持
っ
た
学
生
は
中
途
半
端
な
就
職
活
動

を
行
い
、
最
終
的
に
就
職
先
が
決
ま
ら
ず
卒
業
し
て
い
く
学

生
が
多
い
で
す
。

　こ
の
時
代
に
1
0
0
％
確
実
な
コ
ネ
な
ど
そ
う
あ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
が
フ

リ
ー
タ
ー
だ
と
、
そ
の
後
の
巻
き
返
し
や
正
社
員
に
な
る
こ

と
は
非
常
に
困
難
な
の
が
現
代
の
社
会
で
す
。

　お
子
様
に
安
定
し
た
生
活
を
し
て
ほ
し
い
と
願
え
ば
こ
そ

「
公
務
員
に
な
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
考
え
る
保
護
者
の
方
も

多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
就
職
活
動
が
始
ま
る
時
期

に
な
っ
て
突
然
「
公
務
員
を
受
け
た
ら
」
と
促
す
の
は
大
き

な
問
題
で
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
公
務
員
コ
ー
ス
で
は
、
公
務
員

を
目
指
す
学
生
が
「
１
年
次
か
ら
」「
夜
遅
く
ま
で
」
3
年

半
も
の
時
間
を
か
け
て
公
務
員
に
な
る
た
め
の
勉
強
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
公
務
員
は
、
そ
こ
ま
で
熱
心
に
取
り
組
ん

で
よ
う
や
く
合
格
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
難
関
試
験
。
付

け
焼
き
刃
の
勉
強
を
し
て
な
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　で
は
、
保
護
者
に
で
き
る
応
援
と
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ひ
と
つ
は
「
お
子
様
を
肯
定
し
て
あ
げ
る
こ
と
」
で
す
。

今
、
学
生
が
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
企
業
数
は
平
均
40
社
と
言
わ

れ
て
お
り
、
優
秀
な
学
生
で
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
不
採
用

の
結
果
を
突
き
つ
け
ら
れ
る
厳
し
い
状
況
で
す
。

　何
十
社
と
い
う
企
業
か
ら
「
否
定
」
さ
れ
て
し
ま
う
学
生

た
ち
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
非
常
に
辛
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
保
護
者
の
方
に
は
、
ぜ
ひ
お
子
様
を
「
肯
定
」

し
て
あ
げ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
お
子
様
の
強
み
や
長

所
、
得
意
な
こ
と
を
い
ち
ば
ん
ご
存
知
な
の
は
、
20
数
年
見

守
り
続
け
て
き
た
保
護
者
の
皆
様
で
す
。
ぜ
ひ
厳
し
い
環
境

に
身
を
置
く
お
子
様
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
あ
げ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　金
沢
星
稜
大
学
の
新
館
建
設
に
伴
い
、
進
路
支
援
セ
ン

タ
ー
は
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
館
３
Ｆ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
移
転

し
ま
し
た
。
保
護
者
の
方
か
ら
の
就
職
相
談
も
積
極
的
に
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
お
子
様
の
就
職
活
動
に
満
足
で
き
る
結

果
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
保
護
者
の
皆
様
と
私
た
ち
職
員
と
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

就
職
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は

金
沢
星
稜
大
学 

進
路
支
援
セ
ン
タ
ー

T
E
L
：
0
7
6
ー
2
5
3
ー
3
9
1
8

「
就
活
生
に
保
護
者
が
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
」

そ
の
具
体
例
と
理
由

保
護
者
が
で
き
る
最
大
の
応
援
。

そ
れ
は
「
肯
定
し
て
あ
げ
る
こ
と
」。

ケ
ー
ス 

１

ケ
ー
ス 

2

ケ
ー
ス 

3

「
経
済
的
援
助
を
し
な
い
」

「
コ
ネ
の
話
を
す
る
」

「
フ
リ
ー
タ
ー
で
も
い
い
と
言
う
」

「
公
務
員
を
目
指
せ
と
言
う
」

金沢星稜大学では、１～３年次の保護者の皆様を対象に、わが
子の就活を正しくサポートするためのガイダンスを実施してい
ます。ガイダンス終了後には同日に実施されている学内合同企
業説明会に保護者の皆様もご参加いただくことができます。
※金沢星稜大学の保護者の方が対象となります。
※詳細はあらためてご案内いたします。

就職応援サイト「ほしなび」もご覧ください。  https://www.hoshinavi.jp/

2013年２月17日（日）開催

保護者のための
就職ガイダンス

就職活動の
「今」を知る

お子様の就職に関するご相談や新しい施設
の見学など気軽におたずねください。
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■集計表■寄 附 者 ご 芳 名 掲 載 者 数

1．大　学
2．短　大
3．星　稜
4．実　践
　　   小　計
5．大　学
6．短　大
7．高　校
8．中　学
9．幼稚園
　　   小　計
10．個　人
11．法人(会社等)
小　計
12．学園役員
13．専任職員
14．旧役員・旧職員
　　   小　計

同窓会

区　分 備　考
内　　訳

6月 7月 8月

公表&匿名
総　数

公表：
匿名：

33
6

公表：
匿名：

8
1

公表：
匿名：

9
0

公表：
匿名：

16
5

公表：
匿名：

80
53

公表：
匿名：

3
1

公表：
匿名：

32
15

公表：
匿名：

45
37

公表：
匿名：

9
3

公表：
匿名：

4
1

公表：
匿名：

2
2

公表：
匿名：

3
0

公表：
匿名：

1
0

公表：
匿名：

0
0

公表：
匿名：

1
0

公表：
匿名：

0
0

公表：
匿名：

13
4

公表：
匿名：

2
1

公表：
匿名：

5
0

公表：
匿名：

6
3

公表：
匿名：
（計  202） （計  21） （計  66） （計  115）

136
66

公表：
匿名：

17
4

公表：
匿名：

49
17

公表：
匿名：

70
45

保護者会

一般（個人・法人）

旧職員

学園役員・職員

合　計

171
45
362
97
675
230
31
375
35
10
681
31
55
86
13
123
24
160
1,602

15,372,100
3,360,000
13,891,000
1,507,000
34,130,100
5,852,000
588,000
6,725,000
342,000
70,000

13,577,000
580,000

16,570,000
17,150,000
8,505,000
7,810,000
1,700,000
18,015,000
82,872,100

区　分
件　数

寄　附　金
金　額

合　計

同  

窓  

会

保
護
者
会

役
員
・
職
員

一

　
般

平成24年8月31日現在2012.6.1 ～ 2012.8.31受付分

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ26号に関するアンケートへのご協力のお願い

http://www.seiryo. jp/

寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.6.1 ～ 2012.8.31受付分）
同窓会
㈱ステージアップ
荒山　善宣
石垣　壮人
石田　ひかり
井上　華
井口　祐希
岩脇　和哉
上田　奈津子
大友　佐俊
大山　聡
岡崎　佳幸
桶屋　義
表　直秀
加藤　一彰
釜井　亮
北　哲也
斉田　雄生
実践同窓会
新村　英敏
鈴木　斎義
高　俊博
高野　信子

高山　典子
釣見　有紗
中田　智也
中山　隆則
前田　利雄
松村　美奈子
南野　英二
南野　行紀
南野　吉信
山下　翔大
山下　靖
山本　想羽樹

保護者会
赤松　俊英
荒井　豊治
荒能　義彦
池内　充彦
池野　明夫
伊東　憲一
伊藤　衛
伊藤　嘉浩
稲場　恵三

今井　健一
今井　直人
岩淵　健一
卯坂　登志夫
太田　好治
大場　有一
笠嶋　四郎市
片岡　俊浩
金沢星稜大学稲友会
川上　伊久男
川端　宏二
川畑　慎也
川端　秀夫
河光　清
樹下　克則
木村　雅仁
木本　達志
久保　伸一郎
久保田　一暁
越柴　一良
小柴　三津夫
越村　達夫
小林　和弘

小松　潤
小山　敬二
酒井　達也
坂井　良教
坂下　茂伸
坂下　保
鷺池　誠一
作本　昌宏
佐々木　敬子
嶋田　弥嗣
嶋田　真由美
昌和工業㈱
高橋陽一
末田　常信
菅野　博之
杉本　義人
星稜中学・高等学校PTA
竹田　学
竹村　明子
玉谷　吉範
釣見　進一
寺井　知治
中野　瑞巴

中村　政弘
橋本　憲三
八野　吉明
浜上　洋之
浜田　誠一
坂東　琢麿
馬場　春雄
福田　修一
藤本　哲男
堀川　猛
前野　幸雄
松見　健
松村　裕子
村上　千馬
村上　和美
室木　俊則
森　喜久男
諸江　憲造
山下　真奈美
山本　誠道
山本　政人
横川　真一
吉田　裕二

一般（個人・法人）
アーク引越センター北陸㈱
西野　裕一
金沢信用金庫
忠田秀敏
㈱淺沼組　名古屋支店
河合　秀一
㈱浦建築研究所
浦淳
㈱カネヒサ
水戸敬修
㈱間組　北陸支店
高村　威至
㈱北陸銀行 東大通支店
上田祐正
㈱北國銀行　金沢城北支店
安宅建樹
㈱丸菱
米浜　俊一

旧職員
服部　治

学園役員・職員
井上　明浩
上田　奈津子
北浦　俊一
木村　正信
坂野　健夫
杉林　孝法
宋　涛
髙柳　美帆
高山　典子
俵　恵子
中本　義徳
向峠　日出雄

寄附者総数  1,602名
寄附金総数  82,872,100円

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送ること
ができるよう、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取り組んでいきたいと考えております。これらの取り組み
のため、同窓生・保護者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年2月より寄附金募集を開始いたしました。
趣旨にご賛同いただいた多くの皆さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。
寄付金は平成24年9月末まで実施いたしました。
集計結果につきましては、次回星稜サ・エ・ラ27号にて発表させていただきます。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

【注1】　各区分の氏名公表者(掲載者名)は、別紙「一覧表」を参照
【注2】　氏名の重複者（「寄附申込書」を同一区分で複数提出）は、1件として掲載
【注3】　連名による寄附者は、各々の氏名を掲載

平成19年度から経済学部、人間科学部を合わせて総合大学として出発した本学は、完成年度2年目の今、新生の意味を込めて、永
く歌い伝える学生歌を募集しました。
この度、公募作品の中から選ばれた学生歌をお披露目し、広く皆さまに知っていただく演奏会を開催いたします。どうぞ、この機会
に本学の新しい学生歌をお聴きください。

金沢星稜大学　学生歌入賞作品表彰式・記念演奏会

学校法人稲置学園創立80周年の記念事業である大学新校
舎完成に伴い、学生の快適なキャンパスライフを支援するた
め、新校舎メディアライブラリー1階に『セブンイレブン星稜店』
がオープンしました。

金沢星稜大学学内コンビニエンスストア 『セブンイレブン星稜店』オープン！

日時：平成24年10月21日（日）　13：00開場　14：00開演　　  開場：稲置講堂（稲置記念館5階）

新校舎完成に伴い、大学事務局が本館より移転いたしました。事務局各課の移転先につきましては、以下の通りです。

事務所移転のお知らせ

移転先一覧

先着100名様に
図書カードをプレゼン

ト!

キャリアデザイン館 3F

進 路 課

キャリアデザイン館 3F

エクステンションセンター

記念館 3F（旧図書館）

学生支援課

記念館 3F（旧図書館）

教 務 課

移動なし

入 学 課

移動なし

広 報 課
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1．大　学
2．短　大
3．星　稜
4．実　践
　　   小　計
5．大　学
6．短　大
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8．中　学
9．幼稚園
　　   小　計
10．個　人
11．法人(会社等)
小　計
12．学園役員
13．専任職員
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　　   小　計
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136
66

公表：
匿名：

17
4

公表：
匿名：

49
17

公表：
匿名：
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45

保護者会

一般（個人・法人）

旧職員

学園役員・職員

合　計

171
45
362
97
675
230
31
375
35
10
681
31
55
86
13
123
24
160
1,602

15,372,100
3,360,000
13,891,000
1,507,000
34,130,100
5,852,000
588,000
6,725,000
342,000
70,000

13,577,000
580,000

16,570,000
17,150,000
8,505,000
7,810,000
1,700,000
18,015,000
82,872,100
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平成24年8月31日現在2012.6.1 ～ 2012.8.31受付分

毎号の内容に関する皆様からのご意見を「WEBアンケートフォーム」を通じて頂戴し、
本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただいた方、先着100名様に図書カード（500円分）をプレゼントいたします。
右記ウェブサイトから、アンケートへの回答をお願いいたします。

サエラ26号に関するアンケートへのご協力のお願い

http://www.seiryo. jp/

寄附者ご芳名（五十音順・敬称略／ 2012.6.1 ～ 2012.8.31受付分）
同窓会
㈱ステージアップ
荒山　善宣
石垣　壮人
石田　ひかり
井上　華
井口　祐希
岩脇　和哉
上田　奈津子
大友　佐俊
大山　聡
岡崎　佳幸
桶屋　義
表　直秀
加藤　一彰
釜井　亮
北　哲也
斉田　雄生
実践同窓会
新村　英敏
鈴木　斎義
高　俊博
高野　信子

高山　典子
釣見　有紗
中田　智也
中山　隆則
前田　利雄
松村　美奈子
南野　英二
南野　行紀
南野　吉信
山下　翔大
山下　靖
山本　想羽樹

保護者会
赤松　俊英
荒井　豊治
荒能　義彦
池内　充彦
池野　明夫
伊東　憲一
伊藤　衛
伊藤　嘉浩
稲場　恵三

今井　健一
今井　直人
岩淵　健一
卯坂　登志夫
太田　好治
大場　有一
笠嶋　四郎市
片岡　俊浩
金沢星稜大学稲友会
川上　伊久男
川端　宏二
川畑　慎也
川端　秀夫
河光　清
樹下　克則
木村　雅仁
木本　達志
久保　伸一郎
久保田　一暁
越柴　一良
小柴　三津夫
越村　達夫
小林　和弘

小松　潤
小山　敬二
酒井　達也
坂井　良教
坂下　茂伸
坂下　保
鷺池　誠一
作本　昌宏
佐々木　敬子
嶋田　弥嗣
嶋田　真由美
昌和工業㈱
高橋陽一
末田　常信
菅野　博之
杉本　義人
星稜中学・高等学校PTA
竹田　学
竹村　明子
玉谷　吉範
釣見　進一
寺井　知治
中野　瑞巴

中村　政弘
橋本　憲三
八野　吉明
浜上　洋之
浜田　誠一
坂東　琢麿
馬場　春雄
福田　修一
藤本　哲男
堀川　猛
前野　幸雄
松見　健
松村　裕子
村上　千馬
村上　和美
室木　俊則
森　喜久男
諸江　憲造
山下　真奈美
山本　誠道
山本　政人
横川　真一
吉田　裕二

一般（個人・法人）
アーク引越センター北陸㈱
西野　裕一
金沢信用金庫
忠田秀敏
㈱淺沼組　名古屋支店
河合　秀一
㈱浦建築研究所
浦淳
㈱カネヒサ
水戸敬修
㈱間組　北陸支店
高村　威至
㈱北陸銀行 東大通支店
上田祐正
㈱北國銀行　金沢城北支店
安宅建樹
㈱丸菱
米浜　俊一

旧職員
服部　治

学園役員・職員
井上　明浩
上田　奈津子
北浦　俊一
木村　正信
坂野　健夫
杉林　孝法
宋　涛
髙柳　美帆
高山　典子
俵　恵子
中本　義徳
向峠　日出雄

寄附者総数  1,602名
寄附金総数  82,872,100円

本学園は、平成24年（2012年）に創立80周年を迎えるにあたり、学園各設置校に在籍する学生・生徒・園児が満足な学園生活を送ること
ができるよう、更なる教育環境の整備・改善、就学援助の充実、課外活動の支援等に取り組んでいきたいと考えております。これらの取り組み
のため、同窓生・保護者・教職員並びに有志の皆さまから広くご寄附を募ることとなり、平成23年2月より寄附金募集を開始いたしました。
趣旨にご賛同いただいた多くの皆さまからのご厚意に心より感謝申し上げます。
寄付金は平成24年9月末まで実施いたしました。
集計結果につきましては、次回星稜サ・エ・ラ27号にて発表させていただきます。

学園創立80周年記念事業「寄附金募集」について

学校法人稲置学園理事長　　稲置　美弥子
学園創立80周年記念事業企画・実行委員長
学校法人稲置学園理事　　　　稲置　慎也

【注1】　各区分の氏名公表者(掲載者名)は、別紙「一覧表」を参照
【注2】　氏名の重複者（「寄附申込書」を同一区分で複数提出）は、1件として掲載
【注3】　連名による寄附者は、各々の氏名を掲載

平成19年度から経済学部、人間科学部を合わせて総合大学として出発した本学は、完成年度2年目の今、新生の意味を込めて、永
く歌い伝える学生歌を募集しました。
この度、公募作品の中から選ばれた学生歌をお披露目し、広く皆さまに知っていただく演奏会を開催いたします。どうぞ、この機会
に本学の新しい学生歌をお聴きください。

金沢星稜大学　学生歌入賞作品表彰式・記念演奏会

学校法人稲置学園創立80周年の記念事業である大学新校
舎完成に伴い、学生の快適なキャンパスライフを支援するた
め、新校舎メディアライブラリー1階に『セブンイレブン星稜店』
がオープンしました。

金沢星稜大学学内コンビニエンスストア 『セブンイレブン星稜店』オープン！

日時：平成24年10月21日（日）　13：00開場　14：00開演　　  開場：稲置講堂（稲置記念館5階）

新校舎完成に伴い、大学事務局が本館より移転いたしました。事務局各課の移転先につきましては、以下の通りです。

事務所移転のお知らせ

移転先一覧

先着100名様に
図書カードをプレゼン

ト!

キャリアデザイン館 3F

進 路 課

キャリアデザイン館 3F

エクステンションセンター

記念館 3F（旧図書館）

学生支援課

記念館 3F（旧図書館）

教 務 課

移動なし

入 学 課
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広 報 課




